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東亜天文協會観測部月報

黄道光課報告（1955年五月）

　　課　長　　荒　木　健　児

　日浸後西天の黄道光は，その二黒占が双子星座の騰河を振切って見易くはなるが，時

と共に淡くなる運命はどうすることも出血ない・興味はどの程度まで認め得るかにあ

り，毎年の例によりし夏眠期■の出行演習の月である・一般の成績は，前月に比し，極

度に下る・

　1．　蔑見注手者（地方別）と享親淑【！藪

襯　測　者 略　符 槻　測　地 障道光 月の黄道光 1蜘腹

下　保　　茂 Kh 札　　幌　　市 2 1

佐野英　生 Sn 山梨縣場延山 3 1 2

沓掛七　二 Kt 長野縣青木村 2

笹　部　榮．一 Sb 大阪府池田町 2

橋　本　　池 H：s 兵庫縣相生町 2

本　田　　實 Hd 鳥取縣八東村 2

」松　本　武　男 Mt 窒　　中　　市 3
1

2・黄道光槻測概要表（白濁の時刻は西部標準時のまま）

B
瞭
田
鋤

11日20日寺15分

ク　20　20

ク　20　25

ク　20　30

鋤
照
翫
臆

1工B20目寺30分

13　20　25

ク　21　30

15　20　OO

瞭
粟
田
阯

］9日20日寺20分

22　20　10

ク　20　55

ク　21　05

Sb

Hs

Sn

Kh

26日2］時15分

27　20　：IO

ク　21　30

ク　21　40

　3・上，中旬の黄道光に見られた憂化

　多くの場合，顯著ではな）・が，攣動や清長が認められてみるのが面白い・太陽の小

活動をしてみた頃である・4月30日から5月20にかけて，稀な急激開始による磁氣嵐

があったさうであるが，黄道光の観測がないから影響はわからな）・・本田君は一心に

等光線をとってみる・槻測地に惑まれてるるからである，
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　4・笹部君の黄道光帯観測

　笹部君は，鋭眼のためぽかりではあるまいが，光馨をよく見る・西天の黄道光が衰

へても光帯が依然として見られることを不思議としてみる・11日には黄経】45。のあた

りの黄道光の頂黒占から約2。はなれて不規則形の上帯を封日照に接罪するまで見てみる

が，月出の時刻に近いのに，東天にまで淡い光を認めたことは一驚である・而もその

光町が火星をやっと含み，木星を敬蓮してみる形は何の理由によるのであらうか？

26日には奇形光町と共に，黄道光の中部に北方の枝牡牛帯2本をとってみる・

　5・佐野君の北方町常光帯の特殊観測

　大熊星座の方向に異様の光帯が認められることに極度に榊経質になってみる佐野君

は，黄緯25。の黄道星圖を独しとし，乙種流星固を用ひて，今月は3回スケッチを試み

てみる・微弱な光を認め得る極限までとったとv・ふことであるが，光帯は3本或は4本

長いのや短）’のが認められ，その間に黒占々として暗部が加へられてるる・その詳細な

槻測振りは誠にL紳技「と構へてい）・と思ふ・

　6．壷轡の襯測の大要

　15日には非常に明るかった・不規則で急激な攣動を認め，弱）・光帯をとってみる・

頂黒占の偏りが此8。と）・ふのは異例であらう・然るに，19日と22日との観測では，光帯

は淡くて認められず，幅の値1が小さい・攣牝は緩1曼とある・3日ともその色は帯青灰

白色となってみる・

　7・下旬北海道の槻測大略

　22日と27日とはいつれもやや邊い時刻のものであるが，比較してみると，その形に

著しい相異黙が見られる．22日には底部が鑛ってみるのに，27日にはその約牛分で狡

v・頂黙はその反醤に却って高かった・26。も差があるから眼に立つ・

　8・この頃曉の黄道光につ）・て

　襯測は一個もな）・が，和歌山縣の小棋流星課長は，水瓶流星群観測に當り注意し，

L5月7日極めて薄く，認識困難の程「と通信にあった・

　9．刀の黄道光について

　佐野君が11020時15分にとってみる・刀齢16，3と）・ふ大き）・月の出るところで，時

刻はかなIJ前で適當であらう・普逓の出現西天κ：は黄道光が見え，相野してみると

ころが美景ではある．

　10．i封日照の襯測

　佐野君が13日と27日とに，下保君が22日に，．いつれも早牛前の観測である・佐置は

天秤星座で，南にやや低く，銀河に近い，圓形或は楷判形で，大きくない・光帯もない・

　蛇遣ひ座第三新星　　去八月20日，コペンノ・1ゲン天文毫から花山へ來た電報によ

ると，八月15日に米國のPeltier氏が蛇遣ひ座の中にある第三新星LRS星「が俄然6等

に級に輝やいでるるのを見たとある．
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黒黒占相樹回報皆　（1933年七月）課陽太

大西亀木森三沓清水稻千下
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三
年
九
月
申
旬
の
小
遊
星
圖

　本年9月中旬に我が地球に接近逆行中の小遊星の位置と蓮動方向（矢の方向）を示す，

（＝）の中は小遊星の番號を表はし，其の傍の一字は光度で12・9等級迄のものを記入し

てある．

　土星に一大自紋　　去八月3日以下歓米の遊星面観測者は土星の赤道部にや工楕圓

形の一大白絞を三見し，大騒ぎしてみる由，報知があった・大きさは地球ぐらゐ．赤

道：部の自評週期10時14分を以って回轄してみる．

　一大火球　去七月21日午後10時47分頃，新潟縣高田市上空で一大火球が現

はれ，爆聲も激しかった由・限石が落ちたのであらう・同地方からの報告を待つ・


